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山中湖の東京大学富士演習林周辺の鳥類群集Ｉ・概説

石田健

は じ めに

富士山東方山麓山中湖周辺の林および山中湖の湖面で，足かけ８年にわたり記録した鳥

類の生息状況を報告する．

調査地の地理や植生によって個々の種の生息状況は微妙に異なり，直接観察した者にし

かわからないことが少なからずある．そのすべてを示すことは困難であるが，従来の多く

の報告のような各種の短い注記を載せると同時に，生態や季節性のデータを鳥類群集全体

の特徴と関連づけて表１にまとめた．陸上性の鳥類群集の構造についての分析にさらに興

味のある方は，続報（Ishida準備中）を参照していただきたい．

調査地および方法

調査地は山梨県南都留郡山中湖村の東京大学農学部附属富士演習林(35.24'Ｎ，138.58'E）

およびその周辺地域（ほぼ外側500ｍ以内）である．標高は，約985ｍから1,070ｍで，

北から北東むきの平均約5.5度の緩傾斜地にある．富士演習林の調査によると，1971年から

１０年間の年平均気温は9.3℃，平均年間降水量は2,770ｍｍ，同積雪量は160ｃｍであった

(富士演習林1986)．

調査地は冷温帯域にある．植生は，カラマツと落葉広葉樹の混交林が中心であり，とこ

ろどころに常緑の針葉樹林や，刈り払われて開けた環境が点在している(石田1987)．開葉

期は，平年で４月下旬から５月上旬，ヤマザクラの開花もこの時期である．秋の紅葉は１０

月下旬で，１１月中旬には大部分が落葉する．１２月から３月にかけて降雪があり，１月から

３月上旬にかけて断続的に５ｃｍ～30ｃｍの積雪がある．山中湖は，周囲が約１３ｋｍ，面積

が約6.4ｋｍ2で,湖面は標高980ｍ前後であり，日本の大きな湖としては標高が高く，１月

下旬から２月中旬にかけて結氷する年が多い．特に寒さの厳しかった1984年には，１月上

旬から４月上旬まで湖面が結氷し，積雪が続いて，深いときには１ｍ近くに達した．

調査期間は，1978年11月から1981年７月までと，1981年１１月中旬，および1982年11月か

ら1986年３月までの間である．４月から７月の繁殖期には,おおむね月２～３回で計12～１３

日間，そのほかの月には１～２回で計６～10日間，現地に滞在した．滞在期間中に観察し

た全ての種と，繁殖の兆候などの概要を記録した．1979年の繁殖期を除いて，特に巣捜し

の努力は払わなかった．
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季節性による類別

各種は，本調査地で観察された季節および期間によって次の７タイプに分類した．①完

全な留鳥（RI）：アカケラやシジュウカラのように１年を通して生息する種．②準留鳥（R

II）：ウグイスやメジロのように積雪期にのみ観察されなくなる種．③(ＳＵ）：コムクドリ

やビンズイのように繁殖期とそれに続く夏の期間,主に開葉期に観察される種.④冬鳥(Ｗ

Ｉ）：ツグミやマガモのように冬季間を通してずっと観察される種．⑤準冬鳥(WII）：カ

シラダカやアトリのように冬に渡来して積雪期には一時的に姿を消す種．⑥通過鳥

(ＴＲ）：主に春と秋の渡りの時期に短期間だけ観察される種．⑦迷鳥(ＡＣ）：稀に観察され

た種．③の夏鳥，④⑤の冬鳥の生息期間には，種によってかなりの開きがあり，②から⑤

にかけては，あるていど連続的に変化するものを，恋意的に区別した．これらの類別は，

あくまでも本調査地周辺に限定したものである．②～⑤の各種の出現時期を旬単位で図１

に示す．

繁殖状況

調査地で繁殖していることを確認した種および調査地付近で繁殖している可能性のある

種では，繁殖確認の状況（表ｌの一文字目）とその種の営巣場所（営巣習性；二文宇目）

を記号で示した．繁殖状況は，①ほぼ毎年繁殖しているこ･とを確認した種(Ｂ)，②１年以

上繁殖を確認した年がある種（b)，③繁殖した可能性のある種（？）の３通りに区別し

た．繁殖の確認は，営巣活動の確認，繁殖期を通して常に観察されたこと，および巣立ち

雛の観察をもとに行った．営巣場所は，以下の８通りに分けた；①中・高木の枝の上

(b)，②既にできている穴･洞（c)，③自分で（木に）掘る穴（h)，④下生えの繁った枝の

中（u)，⑤地上(9)，⑥託卵（p)，⑦葦原(1)，壁(ｗ)．巣がみつからなかった種の営巣場

所は文献（例えば清棲1980）をもとに示した．

活動（採食）空間による類別

それぞれの種は，主に活動する空間に特徴がある．活動空間は，森林等の環境の利用の

仕方をあらわす１つの指標となる．

活動空間は，以下の１０の部分に分けた；①樹冠内側の枝や幹(F1)，②樹冠の中央から外

側の枝（FO)，③樹冠の間の空間（FA)，④中･下層の繁みの中の枝（ＵＩ)，⑤中･下層の

枝先や林縁（UO)，⑥林内の地上（GI)，⑦林縁や草地･湖岸の地上（GO)，⑧森林や草地

上空（ＡＩ)，⑨上記の主に②，③，⑥，⑦，⑧を合わせた広い範囲（ＷＯ)，⑩水面ないし

は湖岸．その内の①から⑨の部分の模式図を，図２に示した．

主な活動空間は，留鳥や準留鳥，生息期間の長い夏鳥では，季節によっても異なる．し

かし，その多くは利用する比率が多少異なる程度であった．著しい季節差を観察によって

区別できたのは，シジュウカラとコガラであった．この２種について，表中では，繁殖期・

開葉期の活動空間や食性を先にして,／で区切って示した．

食性による類別

食‘性は，食物連鎖のなかでその種がしめる位置を端的に示す指標で．ある．

食性は以下の８タイプに分けた；①動物質と植物質の両方とも多く食べる雑食者



切
凶
腕
○
餌
仏
画

Ｗｌ
つ
ぬ

的
凶
Ｈ
○
画
且
碗

図１．RII，ＳＵ，ＷＩ，WIIと生息期間：実線はほぼ常に観察された期間，点線は不定期に観
察された期間を表す。年によって積雪のある時期が異なるので，この図からはＷＩとＷＩＩ
で区別のできない種もある．種の番号は，表を参照せよ．

Fig.１.SeasonalappearanceofRII,ＳＵ,WIandWIIspecies､Soldlineindicatesconstantly
obsevedperiodanddottedlineirregularlyone,Asthesnowaccumulatingperiodshifts
yearbyyear,thereislittledifferenceintheappearanceperiodbetweensomeoftheＷ
ＩａｎｄＷＩＩｓｐｅｃｉｅｓ､Ｓｅｅｔｈｅｔａｂｌｅｌｆｏｒｔｈespeciesnumber．
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図２．採食空間の模式図．表１の説明も参照せよ．

Fig.２.Diagramofnineforagingspacesinandaroundtheforest､Seethecaptionofthetablel．

体重による類別

生物群集もふくめた，さまざまな同類のものの集まりにおいて，大きさの近いもの同士

の比率が,容種や重さで２に近い値になる傾向があることがよく知られている(Hutchison

l959；Shoenerl965；Diamondl975など)．Simberloff（1983）などの指摘するように，

この経験則あるいは２倍という値そのものは，生物群集の構造にとって必然性のある値で

はない．しかし，群集構造の一面を表す手段の一つとなる（TerborghandRobinson

l986)．そこで，２倍ごとの２９，４９，８９……を区切りとした体重のクラスで，各種をわけ

た．

，

(0Ｍ)，②昆虫類･クモ形類などの節足動物を中心にした小動物を主に食べる種(ＡＲ)，③

果実･種子･芽など植物質（PL)，④種子専門（GR)，⑤小型哨乳類･大型昆虫などの捕食

者（ＡＦ)，⑥小型鳥類専門の捕食者（BI)，⑦魚（F1)，⑧水草（ＷＰ)．

食性について，直接観察したことから得られる情報は少ない．春に昆虫が多く発生すれ

ばそれを多く食べ，秋に果実がなればそれを多く食べるというように，季節変化の観察さ

れた種もいた．したがって，主に文献（清棲1980など）をもとに，本調査地における季節

性および直接観察した採食行動を参考にして，本調査地における生息期間を通して平均的

な食性を示した．大部分の鳥類は，多かれ少なかれ動物質も植物質も食べ，広食かつ雑食

性である．上記した類型②～⑧は，はっきりと食性が偏っていることを示し，それしか食

べないことは示していない．また，ホオジロ科のように，成鳥が主に植物食であっても，

(巣の）幼鳥には昆虫を与えるとされている種では，成鳥の食性を示してある．
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表.ｌ山中湖の東京大学宮士演習林周辺の胤類とその生息状況。

Table１．AvianspeciesandtheirfaunalstatusinYamanakako．
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学名

LatinName

季節性

Seasonal

statusIl）

繁殖

Breeding

status(帥

採食空間

Space

里間食性

ｇｅＦｏｏｄ

(3)habit(4)

体重

Size

cIass(5)

種名

JapaneseName

アビ目(GaviifOrmes）

アビ科(Gaviidea）

１アビ？“"血ｓ陀叱〃

カイツブリ目(Podicipidiformes）

カイツブリ科(Podicipedidae）

２ハジロカイツブリFbdﾒjbeps苑晦成oﾉ侭

３アカエリカイツブリRg7Tsf廻F”
ミズナギドリ目(Procellariiformes）

ウミツバメ科(Hydrobatidae）

４クロコシジロウミツバメ？α”"ｏｄｍ刀麺azsfm

ＡＣ Ｆ１ Ｘ

１
１
１
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Ｗ
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Ｉ
Ｆ
Ｆ

Ⅸ
Ｘ

ＡＣ F１ Ⅵ

コウノトリ目(Ciconiiformes）

サギ科(Ardeidae）

５ゴイサギ

６ササゴイ

７コサギ

ガンカモ目(Anseriformes）

ガンカモ科(Anatidae）

８オオハクチョウ

９ マ ガ モ

１０カルガモ

１１コガモ

１２ヨシガモ

１３ヒドリガモ

１４オナガガモ

１５ホシハジロ

１６キンクロハジロ

１７ホオジロガモ

１８ミコアイサ

１９カワアイサ

ワシタカ目(Falconiformes）

ワシタカ科(Accipitridae）
２０ハチクマ

２１トビ

２２オオタカ

２３ツミ

２４ハイタカ

２５ノスリ

２６サシバ

キジ目(GaIliformes）

キジ科(Phasianidae）

２７コジュケイ

２８ヤマドリ

２９キジ

チドリ目(Charadriiformes）

シギ科(Scolopacidae）

３０イソシギ

３１ヤマシギ

カモメ科(Laridae）

３２ユリカモメ
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Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ⅸ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

鯉／
◆

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ

Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ

姥〃ｉｓ”j”、ｓ

〃"”ｓ海&g流z抵

ＡＣ”"”探城姑

Ａｇｗ血減ｓ

Ａ．〃zs8Us

B”ｇｏ如陀ｏ

ａ"《zsj”伽dibw“

“
皿
“
釦
皿
“
“

岨
蛎
師
団
別
師
師

Ｘ
Ｘ
Ｘ
和
訓
Ⅷ
Ｘ
Ⅸ

bｂ 加
恥
ｍ
ｍ
ｍ

Ｂｂ

＆z海618sjbo血肋omcf” ＡＣ

ＡＣ

ＲＩＩ

Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

ＡＲ

ＡＲ

信伽zsjh"妬sOe加"zg河加ｇｆｉ
Ｒ “此伽と恋 Bｇ ＧＯ

７減29画ノリIpO“cひｓ

Ｓとり”“恋成り〃
Ｒ
Ｕ

Ｔ
Ｓ

ＧＯ

ＡＧ

Ⅵ
Ⅸbｇ

Ｌ４ｍＷｓｱﾋガ如獅dbUs ＷＩ ＷＡ ０Ｍ



Ⅸ
Ⅷ

7１

体重

Size

class(５）

食性

Ｆｏｏｄ

habit(4)

ＯＭ

ＦＩ

採食空間

Space

繁殖

Breeding

status(2)

季節性

Seasonal

status（１）

ＡＣ

ＡＣ

学名

ＬａｔｉｎＮａｍｅ

種名

JapaneseName
（３）

ＷＡ

ＷＡ

Ｘ
Ⅷ

３３ウミネコ Ｌ､ｃ”ssfmsljfs

３４アジサシＳｉｅｍａＡｉｍ〃｡ｂ

ハト目(Columbiformes）

ハト科(Columbidae）

３５キジバトＳｊ姥ゆfqpeﾉjtzo旅"舷ﾉ応

３６アオバト助ＡＣ”,７４ssjb60〃ｉｆ

ホトトギス目(Cuculiformes）

ホトトギス科(Cuculideae）

３７ジュウイチα“ﾉjzsノｉｑｇａｘ

３８カッコウＣ“””4ｓ

３９ツツドリＣ”伽、“

４０ホトトギスＣｐｏ"0c”"ﾊｲｓ

フ’ロウ目(Strigiformes）

フクロウ科(Strigidae）

４１フクロウＳｱｆｒ脚、彪卯sis

ヨタカ目(Caprimulgiformes）

ヨタカ科(Caprimulgidae）

４２ヨタカＣ”ガ加撒49Ｗｓ腕｡施潅

アマツバメ目(Apodiformes）

アマツバメ科(Apodidae）

４３アマツバメＡ，噸，“液α鱈

ブッポウソウ目(Coraciiformes）

カワセミ科(Alcedinidae）

４４ヤマセミαがんハィglw6γjＳ

４５アカショウビンHtzJとyO〃“””"ぬ

キツツキ目(Piciformes）

キツツキ科(Picidae）

４６アオケラ門と３４ｓα即0ｶｃｍ

４ ７オカケラＤｅ”ｍｃＱｐＯｓ加凹ﾉoγ

４８オオア カ ケ ラ Ｄ ｈ 彫 " c r f O s

４ ９コケラ、し雄脚陶

スズメ目(Passeriformes）

ツバメ科(Hirundinidae）

５０ツバメ廠加 "｡ ｂ〃 s" “

５１イワツバメ、E"c加就測池j“

セキレイ科(Motacillidae）

５２キセキレイノMひ虹ｃｆＩＡｚｃ伽e極

５３ハクセキレイ肱αﾉ伽

５４セグロセキレイ〃．９ｍ”応

５５ビンズイＡ"娩妬AaZgsひ”

５６タヒバリＡ、spi"0ルノね

サンショウクイ科(Campephagidae）

５７サンショウクイ庇沈”ＣＯ“ｄｉ”減““

ヒヨドリ科(Pycnonotidae）

５８ヒヨドリＨ”sjpejesα”脚ｍｊｉｓ

モズ科(Laniidae）

５９チゴモズＬ”iz4s姥減"焔

６０ モ ズＬ、”c"伽“

６１アカモズＬ、ｃ病j、鱈

レンジャク科(Bombicillidae）

６２キレンジャクＢＯ”ぬyciIZα“”ﾉ唯

ミソサザイ科（Troglodytidae）

６３ミソサザイＴ》､gんdWeSノmgJaZWes

Ⅷ
Ⅷ

ＰＬ

ＰＬ

副
釦

FＯ

ＦＯ

Bｂ

ｂｂ

１
１
１
１

Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ｖ

ＡＲ

ＡＲ

ＡＲ

ＡＲ

ｍ
釦
、
釦

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

ｐ
ｐ
Ｂ
Ｂ

ＸＡＦＷＯSＵ bｃ

ＡＲSＵ ＡＩbｇ

ⅥＡＲＴＲ ＡＩ

ＡＲ

ＡＲ

ＡＲ

ＡＲ

ＡＲ

ＦＩ

ＡＦ

Ｒ
Ｃ

Ｔ
Ａ

ＷＡ

Ⅷ
Ⅵ
Ⅷ
Ｖ

ＭＯ、
皿
“
皿

Ｂｈ

Ｂｈ

FI

FＩ

Ｂｈ Ｆ１

Ｖ
Ｖ

ＡＲ

ＡＲ

Ｕ
Ｕ

Ｓ
Ｓ

ｗ
ｗ

０
Ｄ
。
、

Ｉ
Ｉ

Ａ
Ａ

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

即
取
取
釦
“

ＡＦ

ＡＦ

ＡＦ

ｍ
ｍ
ｍ
Ｑ

bｃ

Ｂｇ

Ｖ
Ⅷ

FＯＡＲ

ＦＯＯＭ

釦
皿

ｂ
ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｉ
Ｉ
１

Ｖ
Ｖ
Ｖ

ＶＩ

ＩＩＩ

Ｃ
Ⅲ
Ｕ

Ａ
Ｒ
Ｓ

ｕ
ｕ
ｕ

○
ｂ
ｏ
Ｄ
。
，

Ｏ
Ｏ

Ｕ
Ｕ

ＯＭ

ＡＲ

Ｃ
Ｃ
Ａ
Ａ



ＦＡ

ＦＡ

ＦＡ

ＦＡ

7２

種名

JapaneseName

学名

LatinName

季節性

Seasonal

status(１）

繁殖

Breeding

status12）

採食空間

Space

畳間食性

ｇｅＦｏｏｄ

《3）habit(4)

体重

Size

class(5)

イワヒバリ科(Prunellidae）

６４カヤクグリＰ””ﾉﾙｚ〃6忽ｈ

ヒタキ科(Muscicapidae）

ツグミ亜科(Turdinae）

６５コルリＥシガAzz“ｓの』α"９

６６ルリビタ キ乃汚igEr“”“

６７ジョウビタキＦｿhog〃jと”z4s“”だ姫

６８マミジロ Turdussibiricus

６９ トラ ツグミＴｄｈｚ””

７０クロツグミ弧”γz〃ｓ

７１アヵハラ 盃ｃ ﾙｩ ys oj zz 抵

７２シロハラ証”"j伽ｓ

７３ツグミ正”""､α”ｉ

ウグイス亜科(Sylviinae）

７４ヤブサメα"ね"””た２１ｓ

７５ウグイ スCdipA0"ｅ

７６オオヨシキリＡ”７"加ﾉﾚｨＳａｍ"鋭”“焔

７７メボソムシクイＦｿbyﾉんsmp焔６０種姑

７８センダイムシクイＲＯ“ゆ加脆

７９キクイタダキＲｆ彊脚ﾉ妬沌哩zﾉ噸

ヒタキ亜科(Muscicapinae）

８ ０ キ ビ タ キＦ洗g"わ””ﾒＳＳｉ“

８１サメビタキノMj＃Sc北”αｓｉ６ｊ流ｂｚｚ

８２エゾピタキ肱ｇ油eぶた"

８３コサメビタ キ 〃 わ " m s f γ ｆ ｓ

カササギヒタキ亜科(Monarchinae）

８４サンコウチヨウ712ゆsゆﾙ0”αf、“脚｡b”

エナガ科(AegithaIidae）

８５エナガＡ恋ｆ"Jbs“脚”“

シジュウカラ科(Paridae）

８６コガラ』ｑｍ Ｕ ｓ 油 ” A z ” ｓ

８ ７ヒガラＲａ/”

８８ヤマ ガ ラ Ｒ ” 冗 蛎

８９シジュウカラ・Ｒ”zﾉ0γ

ゴジュウカラ科(Sittidae）

９ ０ ゴ ジ ュ ウカラ劇#虹“ｍｐａ”

メジロ科(Zosteropidae）

９１メジロZb s j e m l s ” ” ”

ホオジロ科(Emberizidae）

９２ホオジロＥ流69虚αｃ"jpEs

９３カシラダカＥ河Usfj”

９４ ミ ヤ マ ホオジロＥｅﾉ２９tz応

９ ５ ア オ ジ且ゆodbcgp加地

９６クロジ且”"〃姑

アトリ科(FringilIidae）

９７アトリＦ流噸叱加0城《んf“ﾉﾙＺ

９８カワラヒワα流fiwe"SSi邦”

９９マヒワＣゆ伽晦

100オオマシ コαゆo血α3ｓ”s”ｓ

ｌＯｌベニマシコ ［んtzg1Ussj6i成ｌｚｓ

ｌＯ２ウソ』Eシカ１h脚〃βyカゾi脚血

１ ０ ３ ｲ ｶ ﾙEbp〃o”'9応o”"

１０４シメＣｂ“o肋池Jusfes““0娩麺“

ＡＣ ＡＲ 1Ｖ

釦
Ⅷ
、
釦
釦
釦
釦
“
Ⅷ

?ｕ Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

峨
皿
皿
蛾
唾
峨
叩
叩
叩

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅵ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅶ

比
比
恥
恥

ＧＩ

１

ｍ
ｍ
印
、
釦
Ⅷ

Ⅲ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

Ｂｕ

ｂｌ

?ｂ

釦
、
瓶
釦

Ｂｃ

?ｂ

皿
Ⅷ
、
釦
虻

ＡＲ

ＡＲ

ＡＲ

ＡＲ

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

Ｉ
１
１
Ｉ

比
比
恥

釦
、

ＦＡＡＲ

ＦＯＡＲ

ＦＯ/ＧＩＯＭ

ＦＯＯＭ

ＯＭ

ＦＯ/ＧＩＯＭ

ＦＩＯＭ

ＦＯＯＭ

Ｖ

IⅡ

、
即
“
皿

帥
氏

Ⅳ
Ⅳ
Ｖ
ⅣBｃ

Ｉ
Ｉ
Ｗ
皿

Ｖ
Ⅳ。

、
ｕ

Ｒ
－
【
Ｕ

ＰＬ

ＰＬ

ＰＬ

ＰＬ

ＰＬ

ＰＬ

ＰＬ

ＰＬ

ｍ
ａ
Ｑ
ａ

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

Ｂｕ

ＷＩＩ

ＲＩＩ

ＡＣ

ＡＣ

ＷＩＩ

ＴＲ

ＲＩＩ

ＧＩ

ＧＯ
Ｖ
Ｖ
Ⅳ
Ｖ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅵ

?ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｕ
Ｕ
Ｆ
Ｆ

?ｂ

Cb“oﾉﾙ”jUsjescO“ｏｊｈ麺噛ｊｅｓＷＩＩ



ＦＯＡＲ

Ｇ Ｏ Ａ Ｒ

Ｕ
Ｕ

Ｓ
Ｓ

体重

Size

class(5)

食性

Ｆｏｏｄ

habit(4)

採食空間

Space
（３）

繁殖

Breeding

StatUS(2)

季節性

Seasonal

status（１）

学名

ＬａｔｉｎＮａｍｅ

種 名

JapameseName

ハタオリドリ科(Ploceidae）

105スズメ

ムクドリ科(Stumidae）

106コムクドリ

１０７ムクドリ

ヵラス科(Corvidae）

108カケス

１０９オナガ

１１０ホシガラス

111ハシボソガラス

１１２ハシプトガラス

RＩＢｃ（ＢＯ）ＯＭＶFhss〃”0"蛇加鯉

Ⅵ
Ⅷ

7３

Ｂｂ

？ｂ

氏
政

S１脚加焔philippensis

Scineraceus

Ⅷ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

FＯ

１
ｍ
“
“
皿
圃

く

ＧｚｍＷ“ｇ血狩”河靴ｓ

ＱＩｚ材”jazQIfz”

jVh"i/池gzz“ﾉツ0“ｍｃｊｅｓ

Ｃｂ”23ｓ“、"Ｅ

Ｃｂ”鯉〃､zz"wjiy"cｈ０ｓ

ＷＯ

ＷＯ

あ
印

豪この他に，家禽が野生化したものとして現在日本産鳥類とは一般に認められていない、ドバト（Columbalivia;R

II,?,ＧＯ,ＰＬ）が生息している。

（１）Ｒ１，留鳥；RII，積雪期を除く一年中生息する穂；ＳＵ･夏鳥；ＷＩ・冬鳥；ＷＩＩ･横雪期には移出していなく

なる冬鳥，図２参照．

ＲＩ,trueresidentspecies；ＲＩＩ，residentbutsnowyseason；ＳＵ,ｓｕｍｍｅｒｉｇ；ＷＩ,wintering；ＷＩＩ，wintering
amdemigrateinsnowyseason､ＳｅｅFig.２．

(2)繁殖状況(一文字目）：Ｂ，調査地周辺ではほぼ毎年繁殖；ｂ，繁殖した年がある；？，繁殖した可能性がある甑．
営巣場所(二文宇目）：ｂ，中･高木の枝上；ｃ,既存の穴；ｈ，自ら掘った穴；ｕ，下生えの枝上；９，地上；ｐ,託卵；
1，芦原；ｗ,壁．・

Breedingstatus（left)：Ｂ,breedingeveryyear；ｂ,ｂｒｅｄｉｎｏｎｅｏｒｍｏｒｅｔｉｍｅｓｏｆｔｈｅ７ｏｂｓｅrvationseasons；
?,perhapsorpossibllybred の

Nestsite（right):ｂ,onhighbranches;ｃ,incavities；ｈ,ｉｎself､excavatedholes;ｇ,ontheground；ｐ,parasite
；１，ｉｎｔｈｅｌｅｅｄｂｅｄ；ｗ,Wall．

(3)主な活動空間：ＦＯ，樹冠の枝先から中ごろ：Ｆ１，樹冠の奥・枝もとから幹；ＵＩ・中下層の繁み(枝)の中；Ｕ０，
中下層の枝先；ＦＡ・樹冠層の空間；ＧＩ・林内の地上；ＧＯ，林緑や草地・湖岸の地上；ＡＩ，森林や湖面上の空中；
ＷＯ，図３参照．

Foragingspace：ＦＯ,middleandouterpartinthecrownoftheforest；Ｆ１,innerinthecrownandonthetrunk
;ULinneroftheshrubs;ＵＯ,outerofthebushes;FA,airialspaceamongthecrowns;GI,onthegroundin
theforest；ＧＯ,ｏｎｔｈｅｇｒｏｕｎｄａｔｔｈｅｅｄｇｅｓａｎｄｏｕｔｏｆｔheforest,glassfields,onthelakeandstreamshores
；ＡＩ,airialspaceabovethevegetation；ＷＯ,integralspace・ＳｅｅFig.３．
(4)主に文献にもとづく；ＡＲ，昆虫・クモ・ミミズなどの小型動物；ＰＬ、果実・甑子・芽など；ＧＲ、種子；０Ｍ，

雑食；ＡＦ，捕食者(小型脊椎動物および大型の節足動物）；ＢＩ，小型鳥類専門の捕食者；Ｆ１，魚；ＷＰ，水草．
Mainlyfromreferences；ＡＲ,arthropodsandothersmallanimals；ＰＬ,fruit,nut,ｂｕｄａｎｄ/orseed；ＧＲ，

granivores；０Ｍ,omnivores；ＡＦ,animaIfoods（smallvertebratesandlargearthropods)：ＢＩ,smallbirds；Ｆ１，
ｆｉｓｈ；ＷＰ,waterplants・ＮｏｔｅｍａｎｙｏｆｔｈｅｓｐｅｃｉｅｓｈａｖｅｍｏｒｅｏｒIessomnivorous．
(5)ＩⅡ,4.1-239；Ⅳ,8.1-209；Ｖ,16.1-259；Ｖ1,32.1-269；Ⅷ,64.1-279；Ⅷ,128.1-209；Ⅸ,256.1-299；Ｘ,512.1-9



7４

各 論

記録された鳥類は，１６目34科112種であった（表１)．以下，科ごとに各種の生息状況を

概説する．

アビ科

アビと思われる１個体を1981年11月15日に湖面で観察し，不鮮明な写真を撮った．未確認．

カイツブリ科

ハジロカイツブリとアカエカイツブリが，初冬の11月と12月にときどき観察された．

ウミツバメ科

クロコシジロウミツバメと思われる個体を，1980年10月21,22日に，湖面で観察した．台風通過

後であった．未確認．

サギ科

ゴイサギは,夏期を中心として,夜に声が聞かれる．同時に数羽で鳴いていることもあった(１９８０

年９月19日)．ササゴイは，1985年５月８日，１１日に湖面で観察した．山中湖岸で繁殖記録がある

という（石江進私信)．コサギはまれに，１羽で湖岸に飛来していた．

ガンカモ科

オオハクチョウは，1982～83年冬の６羽以来，毎冬ｌないし２家族が飛来し1985～86の冬には，

15羽に増えた．１羽は，緑の首輪（3C47）をつけていた（日本野鳥の会野鳥記録委員会1986)．マ

ガモとキンクロハジロの個体数が多く，演習林近くの湖岸から数えて，最大時にはそれぞれ130

羽十，220羽十を記録したことがある．ヒドリガモも100羽以上の個体がいたことがある．マガモ

は，最も長期間滞在し，結氷してもオオハクチョウとともに大多数が残った．ヨシガモ，ホオジロ

ガモ，ミコアイサは視認されたのが10羽程度である．カルガモ，オナガガモ，ホシハジロ，カワア

イサは少なく，湖面に滞在する期間も，通常12月から１月前半までと短かかった．なお，山中湖で

はコブハクチョウが放し飼いにされている．

ワシタカ科

この仲間はほとんどの種が大型で，トビ以外は個体数が少ないために常に観察されるわけでは

ない．ツミは，1984年以来，繁殖期に常時観察され，演習林周辺で営巣しているらしかった．１９８４

年７月中旬には，巣立ちびながいた．1985年には演習林の東側で営巣が確認されている（石江進

私信)．ハイタカとノスリは，ほぼどの季節にも観察されたが回数は少なかった．ハイタカは，林

縁における小鳥類（ヒヨドリ・モズ・シジュウカラ・カワラヒワ）への捕食行動がみられた．１９８０

年５月14日には，２羽が高空でもつれてピィーと鳴く，コートシップディスプレイと思われる行動

が観察された．ノスリは観察時は高空を帆湖することはまれだった．オオタカは，1979年10月５日

にハシプトガラスにモビングされているのを観察したほか,冬季を中心にまれにみられた.ハチク

マは1979年７月10日に，サシバは1981年４月27日に，各１回ずつ観察した．
キジ科

キジは演習林内で繁殖し，卿化後の卵殻が散乱した巣も見つかった．子連れの雌をよく見かけ

た．コジュケイの目撃例はない．アオケラの「ピョー｣，あるいはキビタキの「チョットコイ」の

鳴き声と紛らわしい遠くの声の記録を除くと，1983年10月１８日と1986年６月１８日の夕方の｢チョッ

トコイ｣だけが確かな記録で，個体数は極めて少ない．ヤマドリは篭坂峠付近の傾斜地で観察され

たが，ここは調査地のはずれにあるので生息状況の確認は十分ではない．

シギ科

イソシギは，1985年９月17,18日に，湖岸で観察されたのみである．ヤマシギは，５～７月の主

に夕刻暗くなってから演習林上空を低く飛ぶのが毎日みられた．
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カモメ科

ユリカモメは，１０月中旬から３月にかけて，湖面上を飛び回るのが時々 観察された．多くても，

十数羽までだった．ウミネコは，幼鳥１羽が1985年９月１日に湖面で観察された．他にも迷行記録

がある（黒田ら1971)．アジサシは，1984年８月下旬と1985年８月下旬～９月に湖面で観察され

た．1984年の場合は，台風の通過後であった．

ハト科

キジバトは周年生息し，営巣を確認した．アオバトは，５月から７月にかけて付近を数羽の群れ

で飛び回り，声をときどき聞いた．営巣の可能性があるが，確証はない．秋にも声を聞くことがあ

った．なお，飼い鳥が野生化した種なので日本産鳥類目録(TheOmithologicalSocietyofJapan

1974)に入っていないドバトは，季節に関係なく１～２か月に１度観察される程度で，調査地周辺

にいる個体数はわずかであった．

ホトトギス科

ジュウイチとツツドリは，５月～６月の初旬の一時期に声が聞かれた．この２種が本州で託卵す

るとされているルリビタキ・コマドリ・オオルリは本調査地で繁殖せず，センダイムシクイは少な

い．カッコウとホトトギスは，繁殖期を通して生息し，カッコウは個体数が多かった．託卵相手と

されているモズ・ホオジロ・アオジ・ウグイスも多く繁殖している．1985年７月10日には，樹上で

カッコウの幼鳥にキセキレイが給餌するのを観察し，撮影した．

フクロウ科

フクロウは，夏季を中心にして夜間にときどき声を聞いた．1983年11月27日の昼間，地上付近に

いてカケス・ハシプトガラス・アカケラ・ツグミなどにモビングされて逃げ去るのを観察した．

ヨタカ科

ヨタカは，1979年の５月から７月にかけては，暗くなってから毎日観察されたが，それ以後みら

れなくなった．声もごくまれに聞かれるだけで,繁殖しなくなってしまった恐れもある．1978年の

秋から1979年にかけて，演習林の東側の区域が,新しいキャンプ場の敷地として整備されたことと

関係があるかどうかは，不明である．

アマツバメ科

アマツバメは，1985年８月下旬と10月中旬に上空を飛ぶのが観察された．秋の渡り期には出現す

ることが予想され，それ以前には見落としていた可能性もある．

カワセミ科

ヤマセミは,湖岸で観察されることがあり，渓流のある下流域に生息する個体がまれに飛来する

ものと考えられる．アカショウビンは，1979年９月29日に，なにかをくわえて林床近くを低く木伝

いに飛び移って行くのを観察した．渡り途中に，まれに通過するらしい．

キツツキ科

アオケラ，アカケラ，コケラは，周年生息し，毎年営巣が確認されている．アオケラの，繁殖っ

がい数は少なかった．オオアカケラは，演習林東方･旭が丘の別荘地で1980年３月４日に観察され

た．

ツバメ科

ツバメは，夏季に湖岸を飛んでいた．調査地内では営巣しないが，山中湖岸から一筋入った山中

湖村の旧市街で営巣している．イワツバメは，林の上空を中心にして，夏季に多数が飛び回ってい

た．湖に面したコンクリート建築に多数が営巣している．４月中旬から９月中旬にかけて生息す

る．

セキレイ科

いずれの種も冬季にはいない．キセキレイが繁殖していた．キセキレイが，カッコウの雛に給餌
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しているのが1985年７月10日に観察され，カッコウの託卵相手になっていることが確認された．ビ

ンズイは，多数が噂り，営巣数も多かった．蝋山(1958)は，本調査地でビンズイ－つがいのなわ

ばりを0.255～0.Ｏ８ｈａと推定している．ハクセキレイとセグロセキレイは，少数がときどき観察さ

れた．1985年８月31日，１０月15日，1986年６月24日には，セグロセキレイの若鳥と思われる個体

が，成鳥とともに湖岸で採食していた．付近で繁殖する可能性もある．タヒバリは，1985年11月下

旬に６羽が湖岸で採食しているのを観察した．

サンショウクイ科

サンショウクイは，４月から８月にかけて，上空を鳴きながら飛ぶのが観察され，1980年には営

巣を確認した．

ヒヨドリ

ヒヨドリは周年生息していた．幼鳥は見たが，営巣の確認はなく，個体数は多くなかった．

モズ科

モズは，ふつう積雪期にはいなかった．林縁で主に地上の昆虫などを捕食しているが,祇雪が約

40ｃｍあった1984年１月25日には，エナガに囲まれて（モビング？）マユミの実をくわえているの

を観察した．繁殖しているが，毎年は確認されていない．アカモズは，少数を５月から８月にかけ

て観察したが，見られなかった年もある．チゴモズは，1980年に営巣して，抱卵途中で卵が喪失し

た一例の記録のみである．1982ないし83年にも観察されている（石江進私信)．

レンジャク科

キレンジャクが，1980年３月４日に旭が丘の別荘地で観察された．

ミソサザイ科

ミソサザイは，1980年と1985年の12月に観察した．本調査地周辺には，ミソサザイの生息に適し

た小さな起伏の著しい環境はない．

イワヒバリ科

カヤクグリは，1980年３月初旬と1984年４月11日に観察した．

ヒタキ科

ツグミ亜科

アカハラとクロツグミは，この地域一帯で繁殖しており個体数も多かった．クロツグミは９月ま

でに渡去してしまったが，アカハラは通常10月まで残り，1981年には１１月中旬までいた．トラッグ

ミは，1979年の繁殖中ずっと噸りが聞かれたが，その後はまれに声を聞くだけになった．マミジロ

は，５月に観察されることがあり，コルリは,Ｇ～７月に演習林の南側で，噂りが聞かれるので，

付近で少数が営巣している可能性もある．ルリビタキは，冬季から早春には普通に見られた他に，
８月末からの秋季にも観察された．ツグミは，個体数の多い冬鳥で,横雪期にもいた．ジョウビタ

キは少数が械雪のない冬季にいた．シロハラは1979年12月に観察された．
ウグイス亜科

ウグイスは，積雪の多い時期に姿を消す他は，演習林内に数つがいが周年生息し，繁殖も雛の存

在と巣周辺の警戒行動によって確認できた．センダイムシクイは５月末から８月にかけて，ときど

き鳴りが聞かれる．少数が付近で繁殖する可能性もあるが,長期継続して観察されることはなかっ

た．ヤプサメも繁殖については同様だが，まれにしか観察されなかった．メボソムシクイは，５月

の一時期だけに噸るのが聞かれ，９月に一度観察されたことがあった．渡り途中の通過だろう．オ

オヨシキリは，本調査地から約3.5ｋｍ離れた山中湖東南岸の葦原と演習林に近い湖岸の草原で咽

るのが聞かれた．キクイタダキは主に冬季に出現し，夏季にはまれに観察されるだけだった．
ヒタキ亜科

キビタキは，５月に渡来して繁殖し，営巣も観察された．サンコウチョウは，1980年と1983年の
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繁殖期に滞在したが,その他の年には噸りも聞かれなかった．コサメビタキないしはサメビタキの

営巣，産卵（２卵)が，1985年に確認されたが，この巣は放棄され，その後も夏季に滞在した．１９８０

年,1984年にも番いないし家族群で観察された.本調査地付近で長年行われている山階鳥類研究所

の標識調査では，コサメビタキの個体が著しく多いということであり（平岡考私信)，繁殖する

可能性はコサメビタキの方が高いが，どちらの種か確認できなかった．エゾビタキは秋，コサメビ

タキは，春と秋の渡り途中に（も）観察された．

エナガ科

エナガは周年生息し，1984年４月に営巣が確認されたほか毎年繁殖期に観察されるが,冬季の方

が個体数が多い．

シジュウカラ科

コガラ，ヒガラ，シジュウカラの３種が周年生息し，営巣も確認されているが，コガラとヒガラ

の繁殖期の個体数が少なかった．コガラは，自分でやわらかい枯木に巣穴を掘った．シジュウカラ

類の３種は，主に樹冠の枝上で表面にいる獲物をとっているが,積雪のない落葉期には地上や落枝

で採食することが多かった.特にコガラとシジュウカラでこの傾向が著しかった．ヤマガラは1980

年３月４日と1981年11月14日に１羽が観察された．

ゴジュウカラ科

ゴジュウカラは，冬季にしばしば，１～２羽がカラ類の混群に加わっていた．繁殖期には，１９８５

年にのみ観察した．ゴジュウカラが本調査地で繁殖しない理由は不明である．キツツキ類との食物

をめぐる競争，コムクドリやシジュウカラ類との営巣樹洞をめぐる競争などの原因が考えられる．

メジロ科

メジロは，周年生息するが個体数は少なかった．ほぼ毎年，営巣が確認されている．

ホオジロ科

ホオジロは，周年生息し繁殖していた．林縁部や疎林の低い位置で活動し，積雪期にも残ってい

た．アオジは，夏はホオジロよりも個体数が多く，林内の繁みで営巣していた．冬期にはいなくな

った．カシラダカは，冬期の禎雪のない期間に，地上で数羽から30羽の群れで採食していた．１９７９

年３月下旬と1984年４月初旬には，渡去前に廟りが聞かれた．ミヤマホオジロも，積雪のない冬期

に１～２羽がときどき観察された．クロジは，1980年10月下旬に１度観察した．

アトリ科

イカルは少数が周年生息し，調査地付近で繁殖していた可能性が強いが,確認できなかった．シ

デ類,カエデ類などの実がなる秋には数十羽が樹上に群れていることがあった．カワラヒワも同様

であるが，積雪期にはいなくなった．シメは，冬期１～２羽の単位で見られ，積雪期に姿を消し

た．ウソは，秋から春先にかけて数羽～10数羽で行動していることがあった．アトリは冬期に，

１０～20羽の小群でいた.マヒワは,冬に少数が渡来したが,観察回数は少ない．オオマシコは，１９８０

年３月４日に，旭が丘の別荘地で観察された．

ハタオリドリ科

スズメが，人家のまわりに周年生息し，軒下などで営巣した．

ムクドリ科

コムクドリは，４月下旬に渡来しキツツキの古巣や樹洞で営巣し，９月中には渡去した．1979年

には16巣が発見され，個体数が明らかに多かったが，その後減ってしまった．原因は不明である．

ムクドリは，人家のまわりに少数が営巣していた．秋から冬にはほとんど観察されなくなった．

カラス科

カケスとハシプトガラスが周年生息し営巣していた．ハシブトガラスの巣は,毎年繰り返して利

用される大きなものである．オナガとハシボソガラスは，少数が湖岸に近い林の中で,不定期に観
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察された．

考察

山中湖は，東京副都心の新宿からバスで２時間余りと大都市に近く，休日の表通りは観

光客で賑わっているが，林内へと足を踏み入れれば多くの鳥類が観察でき，昔からのよい

探鳥地の一つである．かつて，繁殖を確認できたもののうち，今回，ヨタカとサンコウチ

ョウは繁殖しなくなってしまった可能性があり，コムクドリは個体数が著しく減少した．

その原因は不明であり，種本来の個体数変動の結果かも知れず，ゴルフ場やテニスコート，

別荘地等の造成の影響かも知れない．いずれにしても，山中湖周辺のまとまった面穣をも

った森林が減少していることは事実である．３０ha余りある東京大学農学部附属富士演習

をはじめ，現在残っているまとまった広さの樹林を，自然教育施設・探索路といった観光

事業とも調和する形で保全していくことが望まれる．

開辞

研究を進める過程で，東京大学農学部林学科森林動物学教室の立花観二教授，古田公人助教授，

ならびに樋口広芳博士に多大のご援助をいただいた.現地での長年の調査にあたっては,富士演習

林職員の方々にいろいろと便宜をはかっていただいた．石江進氏には調査地周辺の鳥類に関する

情報を，山階鳥類研究所の茂田良光氏と平岡考氏にはバンディング資料を参照させていただいた．

これらの方々をはじめ，調査を援助して下さった多くの方々に，厚く感謝の意を表したい．
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AviancommunityinYamanakakol､Generaldescription．

KenlShida

Onehundredandtwelvebirdspeciesofthirtyfourfamilies,includingaccidentalvisitors，

wererecordedinYamanakako,centralJapan・Therecordisbasedontheobservationatthe

TokyoUniversityForest（35.24'Ｎ,138.58'E）andthesurroundingarea,fromNovemberl978
toJulyl981,andfromNovemberl982toMarchl986、

TheirbiologiesinthestudyareaareabridgedinthetableLSeasonalitywasclassifiedinto

sevenaccordingtotheleafandsnowcondition（Fig.２，Tablel)．Thereweretwetyseven

constantandseventeenirregularbreeders,andninewereobservedduringthebreedingseason

withoutanyproofontheirbreedingthere,Nestsitewasclassifiedintoseven（Tableｌ).Main

foragingspaceinandaroundtheforestwasdividedintoten(Fig.３).Ｆｏｏｄhabitwasclassified

intoeight,whichwasdeterminedfromhandbookswithsomedirectobservationsandinfor‐

mationgainedfromseasonality､Bodyweightwasclassifiedbyeveryｔｗｏｔｉｍｅｓｓｕｃｈａｓ４ｇ，

８９，１６ｇａｎｄｓｏｆｏｒｔｈ､Speciesofsevenweightclasseswereobserved

SomespeciessuchasQZP減勿､zz4gz鰯加｡”S,亜ゆsj物ﾉｶo"eα"αzzｲzわ",ａｎｄ鋤加z4sP〃"”g”sis

mighthavereducedinnumberduringthestudyperiod､Conservationofforestmassandto
harmonizeofitwiththeuseofrecreationpurposesinYamanakakoisdesired、

LaboratoryofForestZoology,FacultyofAgriculture,TheUniversityofTokyo,Ｙayoi，

Bunkyo-ku,Tokyoll3．


